


第 11 巻
「あすなろを生きる」

－野上 早苗－

2009 年 11 月制作／ 26 分作品

ライブラリー価格　55,000 円 （税込）

生いたち
あすなろ解放学級で２０年以上に亘り代表を務め

る野上早苗さん。

２０歳のときに受けた結婚差別が、 解放運動への

目覚めとなりました。

「あすなろ」 との出会い
きっかけは、 読み書きのできなかった母親の勧め

でした。 若い母親たちもやがて次々と仲間に加わ

り始めました。

願いはひとつ。 何のためらいもなく子供たちに故

郷を名のらせたいと。

誰もが生まれてきて

よかったと思える社会を
部落差別から出発し、 今ここにある様々な人権問

題と向き合う。

野上さんは、 差別は突然やってくると言います。

その時、 どう行動するか。

一人ひとりに問われています。

後継者問題
野上さんから代表を引き継ぐ覚悟を決めている野

中けい子さん。 仲間の強いつながりを支えに、 あ

すなろの歴史は受け継がれていきます。

第 12 巻
「若い力は今」
－吉岡 綾 －

2009 年 11 月制作／ 30 分作品

ライブラリー価格　55,000 円 （税込）

差別体験
吉岡綾さんは、 十代のときに職場で受けた差別体

験を、 今でも夢に見ると言います。 部落について

何も知らない自分を見つめ直すことから、 綾さん

の解放運動は始まりました。

母から娘へ
綾さんの母親が初めて部落について話したのは、

綾さんが小学４年生の時。

部落外から嫁いだ母親にとって、 子育てにおいて

の最大の試練でした。

若い力をつなぐ
市協で高校生を担当する綾さん。

多彩なメンバーたちが目の前で見せる強い信頼感

とつながりは、 明日への展望を確信させると言い

ます。

思いやりの人権教育
野相手を思いやる心を育てることが、 人権教育の

基本だと信じる綾さん。

若さ溢れるエネルギッシュな講演で、 今日も人々

を元気づけています。


